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１．調査対象技術

iPS細胞で注目を集める幹細胞関連技術

幹細胞関連技術とは？
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「幹細胞（stem cells）」とは？

「自分と同じ細胞を作る能力（自己複製能）」および「組織や臓器を構成する
様々な種類の細胞あるいはその前駆細胞に分化する能力（分化能）」を有する
細胞のこと。胚性幹細胞 （embryonic stem cells：ES細胞）や誘導多能性
幹細胞（induced pluripotent stem cells：iPS細胞）など、生体を形成する
組織・器官･臓器を構成する全ての細胞種に分化しうる「多能性幹細胞」、
造血幹細胞、神経幹細胞、間葉系幹細胞など生体内の各組織に存在し特有の
細胞系列に変化できる分化能の制限された「体性幹細胞」など、様々な種類がある。

「幹細胞関連技術」とは？

幹細胞の自己複製能と分化能のメカニズムを解析し、幹細胞の機能を制御し
産業応用を図る上で必要な全ての技術のこと。幹細胞関連技術は、個体の発生と
分化という生命の理解に深く係わっていると同時に、幹細胞から派生した機能性
細胞で損なわれた組織･器官・臓器の機能を根本的に回復させる再生医療での活用
など、これからの産業応用が大いに期待されている技術でもある。また、マウス
ES細胞を用いた疾患モデル動物の作製（2007年ノーベル賞[医学・生理学]受賞）
など、既に実用化され医薬開発に活用されている技術も存在する。
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「幹細胞関連の要素技術」・・・・・「新規な幹細胞」、「分離・精製・増殖・保存」、

「分化制御」、「細胞解析」、「細胞改変」のための要素技術

「幹細胞関連の応用産業」・・・・・「再生医療・細胞治療」、「創薬・診断」、「有用物質生産」、

「クローン動物関連」での幹細胞の利用

幹細胞関連技術の技術俯瞰図

幹細胞関連技術の技術俯瞰図１．調査対象技術
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優先権主張年

出

願

件

数

日本国籍 米国籍 欧州国籍 韓国籍 中国籍 オーストラリア国籍 その他 合計

出願人国籍

優先権主張年

1980-2005

出願件数推移と出願シェア２．特許出願動向

1988年あたりから出願件数が増え始め、

その後、急速に出願件数が増えている

• 出願人国籍別の出願件数シェアでは、米国籍出願人が

56％で、欧州（19％）、日本（13％）、その他を大きく

上回っている。

・1980年－1997年では米国籍出願人が70％近いシェアを
占めていたが、1998年－2003年では日本、欧州、その他の
国籍の出願が米国籍を上回る勢いで増え、米国籍のシェア
が低下している。

・日本国籍出願人のシェアは1980-1997年と1998-2003年とで

7%から14%と倍増している。

出願人国籍別出願件数推移（日米欧中韓への出願）

出願人国籍別出願件数シェア推移（日米欧中韓への出願）

（優先権主張年：1980年～2005年）
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出願件数収支

（優先権主張年：1980年～2005年）

その他
211件
7.6%

オーストラリア
国籍
44件
1.6%中国籍

4件
0.1%

韓国籍
13件
0.5%

欧州国籍
969件
34.9%

米国籍
1,390件
50.1%

日本国籍
143件
5.2%

その他
24件
4.0%

オーストラリア
国籍
17件
2.8%

中国籍
181件
29.8%

韓国籍
12件
2.0%

欧州国籍
68件
11.2%

米国籍
257件
42.3%

日本国籍
48件
7.9%

その他
21件
4.9%

オーストラリア
国籍
10件
2.3%中国籍

3件
0.7%

韓国籍
76件
17.8%

欧州国籍
47件
11.0%

米国籍
221件
51.8%

日本国籍
49件
11.5%

その他
156件
6.4%

オーストラリア
国籍
40件
1.6%

中国籍
3件
0.1%

韓国籍
19件
0.8%

日本国籍
887件
36.5%

欧州国籍
350件
14.4%

米国籍
975件
40.1%

その他
312件
7.7%

オーストラリ
ア

国籍
79件
1.9%

中国籍
5件
0.1%

韓国籍
26件
0.6%

欧州国籍
503件
12.4%

米国籍
2,941件
72.3%

日本国籍
202件
5.0%

日本への出願
2,430件

中国への出願
607件

欧州への出願
2,774件

韓国への出願
427件

米国への出願
4,068件

503件

143件

202件

975件

350件

49件

1,390件

4件

13件

47件
48件
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5件

26件

12件

257件 221件

3件 19件

3件

日本国籍出願人の出願は、日本への出願では36.5%、欧州・米国への出願では5%程を占めている。
他方、米国籍出願人は、日本で40%、欧州で50%、欧州国籍出願人も、日本で14%、米国で12%を占
め、積極的に海外へ出願していることがうかがえる。

２．特許出願動向

出願件数収支
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・中国、韓国国籍出願
人はまだ出願件数が
少なく、海外への出願
も少ない。

日本国籍出願人の世界を視野
に入れた積極的な海外出願が
望まれる



・出願件数ランキングの上位に、大学・公的研究機関が多くを占めており、大学・公的研究機関
が研究開発の中心的役割を担っている

・世界的に参入企業はベンチャー企業が中心で大手企業の参入は少なく、本格的な産業への応用
はまだこれからといえる

２．特許出願動動向
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出願先国別出願人別出願件数上位ランキング

出願先国別出願人別出願件数上位ランキング

22INSERM(フランス)

6中山大学（中国）22EVOTEC NEUROSCI
(ドイツ)※34NOVARTIS(スイス)26CELGENE(米)※

5UNIV CALIFORNIA(米)6WISCONSIN ALUMNI 
RES FOUND（米）23OSIRIS THERAPEUTICS

(米)※35WISCONSIN ALUMNI 
RES FOUND（米）26麒麟麦酒(日)

5KOREA RES INST BIOSCI 
BIOTECHNOL（韓国）6UNIV CALIFORNIA（米）23GEN HOSPITAL CORP(米)35JOHNSON & JOHNSON

(米)27GEN HOSPITAL CORP
(米)

6SEOUL NAT UNIV IND 
FOUND（韓国）7PFIZER（米）26WISCONSIN ALUMNI RES 

FOUND（米）37GEN HOSPITAL CORP
(米)28PFIZER(米)

6(独)科学技術振興機構
(日本)7AMGEN（米）※26JOHNSON & JOHNSON

(米)38UNITED STATES 
GOVERNMENT（米）28(独)理化学研究所(日)

7PFIZER(米)7CELGENE（米）※29SANOFI AVENTIS(フランス)39GERON(米)※33NOVARTIS(スイス)

7SANOFI AVENTIS
(フランス)8UNIV MASSACHUSETTS

（米）31NOVARTIS(スイス)41PFIZER(米)37(独)産業技術総合研究所
(日)

8WISCONSIN ALUMNI RES 
FOUND（米）8

中国人民解放軍軍事医
学科学院基礎医学研究
所（中国）

41NEUROSPHERES 
HOLDINGS（カナダ）※49UNIV MICHIGAN(米)43オリンパス(日)

9AMGEN(米)※12浙江大学（中国）47PFIZER(米)49UNIV CALIFORNIA(米)62旭化成(日)

10CELGENE(米)※12
中国人民解放軍軍事医
学科学院野戦輸血研究
所（中国）

50AMGEN(米)※125DELTAGEN(米)※106(独)科学技術振興機構
(日)

出願
件数出願人出願

件数出願人出願
件数出願人出願

件数出願人出願
件数出願人

韓国への出願（427件）中国への出願（607件）欧州への出願（2,774件）米国への出願（4,068件）日本への出願（2,430件）

※はベンチャー企業



・大学・公的研究機関が上位に多数入っている

・近年、Geron、Cytori Therapeutics、Advanced Cell Technologyなど幹細胞を

利用した再生医療を目指すベンチャー企業の出願が増えている

・近年、日本国籍出願人の出願件数が増えている

２．特許出願動向
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出願人別出願件数上位ランキング（米国への出願）

出願人別出願件数上位ランキング（米国への出願）

11MEYERS SCOTT1720CASE WESTERN RESERVE UNIV（米）20

11HARRISON ROGERS A1711UNIV MINNESOTA(米)2020MASSACHUSETTS INST TECHNOLOGY
（米）20

11SIN AARON1712UNIV EDINBURGH(イギリス)1821CARPENTER MELISSA K18

11SHULER MICHAEL1712JEFFERSON UNIV(米)1821MANDALAM RAMKUMAR18

11BAXTER GREGORY T1713UNIV SOUTHERN CALIFORNIA（米）1723UNIV OTTAWA(カナダ)17

12科学技術振興機構(日本)1414CASE WESTERN RESERVE UNIV（米）1624UNIV MASSACHUSETTS(米)16

12MEDRA(米)1415旭化成(日本)1527AMGEN(米)15

12PFIZER(米)1416STRYKER BIOTECH(米)1428OSIRIS THERAPEUTICS(米)14

14ZHANG QIN1217NEUROSPHERES HOLDINGS（カナダ）1230CALIFORNIA INST TECHNOL（米）12

14EVOTEC NEUROSCIENCES(ドイツ)1217UNIV MASSACHUSETTS(米)1230ADVANCED CELL TECHNOLOGY（米）12

15協和醗酵工業(日本)1120UNIV OTTAWA(カナダ)1132JOHNS HOPKINS UNIV(米)11

16CELGENE(米)925AMGEN(米)834NOVARTIS(スイス)10

16ADVANCED CELL TECHNOLOGY（米）925CALIFORNIA INST TECHNOL（米）835WISCONSIN ALUMNI RES FOUND（米）8

18CYTORI THERAPEUTICS(米)725JOHNS HOPKINS UNIV(米)835JOHNSON & JOHNSON(米)8

18MATTHEWS WILLIAM726OSIRIS THERAPEUTICS(米)637GEN HOSPITAL CORP(米)7

19CARPENTER MELISSA K426GEN HOSPITAL CORP(米)638UNITED STATES GOVERNMENT（米）6

19MANDALAM RAMKUMAR428NOVARTIS(スイス)539GERON(米)5

19WISCONSIN ALUMNI RES FOUND（米）429UNITED STATES GOVERNMENT（米）341PFIZER(米)4

25JOHNSON & JOHNSON(米)329PFIZER(米)349UNIV MICHIGAN(米)2

32GERON(米)237UNIV CALIFORNIA(米)249UNIV CALIFORNIA(米)2

125DELTAGEN(米)139UNIV MICHIGAN(米)1125DELTAGEN(米)1

出願
件数出願人順位出願

件数出願人順位出願
件数出願人順位

2000-20031980-1999全期間（1980-2005）

※ 国籍のないものは発明者である個人の帰属企業が分からないもの



1981 1985 1990 1995 2000 2004

新規な細胞

分離・精製・増殖・保存技術

分化制御技術

細胞の改変技術

再生医療・細胞治療

その他

US 5166065
88.08.04

Amrad （豪）
leukemia inhibitory
factorによる未分化

状態の維持

US 5486359
93.03.22

Osiris Therap.
(米国)

ﾋﾄ間葉系幹細胞

US 5061620
90.03.30

SyStemix（米国）
ﾋﾄ造血幹細胞

US 5851832
91.07.08

NeuroSpheres
（カナダ）

神経幹細胞の培養方法

US 5843780
95.01.20

Wisconsin Alumni
Res. Found.(米国）

霊長類ES細胞

US 6200806
95.01.20

Wisconsin Alumni
Res. Found.(米国）

ﾋﾄES細胞

US 6090922
US 6245566

97.03.31
Johns Hopkins
Univ.（米国）
ﾋﾄEG細胞

US 6458589
00.04.27

Geron（米国）
ES細胞由来の

肝細胞

US 5464764
US 5487992

89.08.22
Univ. Utah Res.
Found.(米国）
遺伝子破壊用

PNSﾍﾞｸﾀｰ

US 508750
88.05.10

Stanford Univ.（米国）
げっ歯類造血幹細胞

US 6833269
00.05.17

Geron(米国）
ﾋﾄES細胞由来の

神経系細胞

US 5589376
92.07.27

California Inst.
Technol.（米国）

哺乳類神経堤幹細胞

US 5690926
US 5453357

92.10.08
Vanderbilt Univ.（米国）

非ﾏｳｽ哺乳類
多能性細胞

US 614726
95.08.31

Roslin Inst.（英）
非ﾋﾄ哺乳動物胚
の再構成方法

US 6235970
97.01.10

Univ. Massachusetts
(米国）

体細胞核移植胚由来
哺乳動物胚盤胞細胞

US 6280718
99.11.08

Geron（米国）
ﾋﾄES細胞由来の

造血系細胞

US 6468794
99.02.12

StemCells（米国）
ﾋﾄ中枢神経幹細胞

の分離方法

US 7015037
99.08.05

Univ. Minnesota
（米国）

multipotent adult
progenitor cell

US 4714680
84.02.06

Johns Hopkins Univ.
（米国）

多能性ﾘﾝﾊﾟ-造血
幹細胞

US 5639618
94.05.13

Plurion（米国）
系統特異的ES細
胞の分離方法

US 5197985
90.11.16

Caplan & Haynesworth
(米国）

ﾋﾄ間葉系幹細胞の骨形
成細胞への分化方法

US 5035994
84.02.06

Johns Hopkins Univ.
（米国）

多能性ﾘﾝﾊﾟ-造血幹
細胞の分離方法

US 5226914
90.11.16

Caplan & Haynesworth
(米国）

ﾋﾄ間葉系幹細胞による
結合組織修復

US 6730298
93.04.30

MIT, Children's
Med Cent（米国）
ヒドロゲルによる

組織形成法

WO 2007/69666
05.12.13
京都大学
（日本）

induced pluripotent
stem cell

US 5908784
95.11.16

Case Western
Res. Univ.(米国）

ﾋﾄ間葉系幹細胞の
in vitro軟骨形成

基本特許、重要特許は、大半を

米国籍出願人が占めている。

－基本特許・重要特許－２．特許出願動向
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基本特許・重要特許の変遷図



・欧米のベンチャー企業を中心に、大学・公的研究機関、試薬・機器・サービス企業など

を巻き込んだ活発なライセンス活動が行われている

特許ライセンス動向２．特許出願動向
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特許権の活用の状況

Geron

Univ. Wisconsin

Wisconsin
Alumni

Res. Foundation

2001.08 ｵﾌﾟｼｮﾝ行使
無効訴訟

1999 ﾋﾄES細胞特許独占
ﾗｲｾﾝｽ供与（ｵﾌﾟｼｮﾝ付き）

1996～J.Thomsonに
研究資金提供

2001.07 ｵﾌﾟｼｮﾝ行使

2002.01 和解、
ﾗｲｾﾝｽ内容改訂

Screipps Res.
Inst.

Advanced Cell
Technology

2006.09　核移植技術
特許係争で和解

大学・公的研究機関 大手企業

幹細胞研究開発企業 試薬・機器・サービス企業

その他

Invitrogen

Stem Cell
Therapeutics

Max Planck Inst.
Exp. Med.

2006.09 中枢神経
疾患治療ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾗｲｾﾝｽ

Osiris
Therapeutics

日本ｹﾐｶﾙﾘｻｰﾁ
2003.08 間葉幹細胞
　　　　　治療用途ﾗｲｾﾝｽ
2005.08 ﾗｲｾﾝｽ内容拡大

BrainStorm Cell
Therapeutics

Tel Aviv univ.
2007.08
ﾗｲｾﾝｽ内容修正

リプロセル 幹細胞創薬研究所
2007.06　ES細胞
分化技術ﾗｲｾﾝｽ

Angioblast
Syetems

Columbia Univ.
2006.03　ｽﾃﾝﾄ
技術ﾗｲｾﾝｽ

Cellcyte
Genteics

Dept.
Veterans Affairs2005.10　幹細胞

送達技術ﾗｲｾﾝｽ

Athersys
Univ.

Minnesota2002.12
成人幹細胞ﾗｲｾﾝｽ

Saneron CCEL
Therapeutics2005.09　臍帯血

幹細胞ｾﾙﾗｲﾝ
ﾗｲｾﾝｽ

Celerix 2007.10 成人幹細胞
　　治療技術ﾗｲｾﾝｽ

Axcan Pharma

Neuronascent Int. Stem Cell
2007.05　神経幹細胞
試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

NeuroNova Karolinska Inst.
2001.12
分化技術ﾗｲｾﾝｽ

Stemagen Univ. Pennsylvania
2007.03
片親ES細胞ﾗｲｾﾝｽと
共同研究

Viacell

GlaxoSmithKline

CBR
Systems

Amgen
2003.01
増殖因子ﾗｲｾﾝｽ

2003.12　増殖因子ﾗｲｾﾝｽ
2005.08　ﾗｲｾﾝｽ拡大

Pharmastem
Therapeutics

2006.05
特許係争で勝利

2005.10
特許係争で和解

Pluristem
Therapeutics

Stem Cell
Innovations

Technion
Weizmann Inst

2007.02
幹細胞製品ﾗｲｾﾝｽ

2007.05
幹細胞培養
技術購入

Vet-Stem

Tissue
Genesis

Tricardia Bioheart

Cleveland
Clinic

Univ.
California

Central Vet.
Res. Lab.

2007.09　地域限定
獣医領域ｻｰﾋﾞｽ提供ﾗｲｾﾝｽ

2006.11　幹細胞
獣医用途治療ﾗｲｾﾝｽ

2007.06　幹細胞分離ｼｽﾃﾑ
獣医領域用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.02　心臓組織
修復技術ﾗｲｾﾝｽ

2006.04
ｶﾃｰﾃﾙ用針ﾗｲｾﾝｽ

2006.08　幹細胞の
心臓治療用途ﾗｲｾﾝｽ

Infigen

2007.05　ﾋﾄES細胞
特定治療用途ﾗｲｾﾝｽ

2007.02　核移植技術
特許資産取得

2003.03　ｸﾛｰﾆﾝｸﾞ技術
特許係争で勝利

2004.01　核移植
技術特許係争

で勝利

麒麟麦酒

2006.05　ﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
技術ﾗｲｾﾝｽ

TransXenoGen

Immerge
BioTherapeutics

PPL Therapeutics

2006.04　ﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
技術ﾗｲｾﾝｽ

2002.04　ｸﾛｰﾆﾝｸﾞ
技術ﾗｲｾﾝｽ

2002.04　核移植
技術ﾗｲｾﾝｽ

Found. Taxpayer
Cosumer Rights

Pub. Patent Found.

2006～　ﾋﾄES
細胞特許無効化

係争(未決着）

BD Biosciences

StemCell
Technologies

2007.06　ﾋﾄES
細胞培養技術ﾗｲｾﾝｽ

戦略提携

ES Cell
International

2005.04　ﾋﾄES
細胞関連
ｸﾛｽﾗｲｾﾝｽ2006.11　ﾋﾄES

細胞の神経細胞
への分化技術
ｸﾛｽﾗｲｾﾝｽ

Stanford Univ.

2003.01 ES細胞
分化技術ﾗｲｾﾝｽ

ITI Life Sciences

2007.01 ﾋﾄES細胞
研究用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.06 ﾋﾄES細胞
培養技術試薬
用途ﾗｲｾﾝｽ

Novocell

ES細胞
培地ﾗｲｾﾝｽ

Corning

Revivicor

XenoTrans

Oxford Univ.
Isis Innvation 2006.13　ﾋﾄES細胞の

樹状細胞への分化
技術ﾗｲｾﾝｽ

2004.04　核移植
技術ﾗｲｾﾝｽ

2004.11
核移植技術ﾗｲｾﾝｽ

2006.06
ﾋﾄES細胞の
ﾗｲｾﾝｽと培養
素材開発提携

Cambrex

Stem Cells

Stem Cell
Technologies

Stem Cell
Therapeutics

ReNeuron

Cytori
Therapeutics

1998.12　膵臓幹細胞の
分離同定技術ﾗｲｾﾝｽ

2003.09　神経
幹細胞培地ﾗｲｾﾝｽ

2006.08　幹細胞
の医薬探索用途
利用ﾗｲｾﾝｽ

2005.07　細胞不死化
技術と神経幹細胞の
ｸﾛｽﾗｲｾﾝｽ Neuralstem

2002.06　神経幹細胞
試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.06　脂肪組織
幹細胞試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.07　特許係争

Chemicon
International

2005.07　ﾋﾄES
細胞試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.04　神経幹細胞
試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

Stem Cell
Sciences

Lexicon Genetics
DeltagenUniv. Georgia

Res. Found.

Univ. Edinburgh

理化学研究所

Aruna Biomedical

Millipore

CNRS
Univ. Nice

2007.06　ﾋﾄES細胞
作製技術ﾗｲｾﾝｽ

2006.07　新規
ﾋﾄ幹細胞ﾗｲｾﾝｽ

2006.01　神経幹
細胞技術移転

Merck & Co

2007.02　神経幹細胞
研究用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.10　ﾋﾄES
細胞培地
ﾗｲｾﾝｽ

2007.03　神経前駆
細胞ﾗｲｾﾝｽ

2007.0１　神経前駆
細胞ﾗｲｾﾝｽ

2005.10
ES細胞培地
ﾗｲｾﾝｽ

2005.11
遺伝子操作
技術ｸﾛｽﾗｲｾﾝｽ

2005.09
遺伝子発現技術ﾗｲｾﾝｽ



・論文発表は、1990年代から緩やかに増加、2002年以降、急増している

・日米欧の三極で全体の85％をしめている

・米国籍のシェアは次第に低下しており、日本は着実に論文発表数を増している、

2000年移行、中国、韓国、その他の国からの論文発表が急増している
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３．研究開発動向
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数

0

100
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国

籍

別

件

数

日本国籍 米国籍 欧州国籍 韓国籍 中国籍 オーストラリア国籍 その他 合計

研究者所属機関国籍

発行年

1980-2006

研究者所属機関国籍別論文発表件数推移とシェア

研究者所属機関国籍別論文発表件数推移 研究者所属機関国籍別論文発表件数シェア推移

1,119 70 279 770

463

12020
319 179

449
131

260
110

271

4,783

(33%) 321

(34%)

1,366

(34%)

3,096

(32%)

5,882

(40%)

471

(50%)
1,848

(46%)

3,563

(37%)

1,724

(12%)

65

(7%)
422

(10%)
1,237

(13%)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全期間(1980～2006) 1980～1989 1990～1999 2000～2006

日本国籍

米国籍

欧州国籍

韓国籍

中国籍

オーストラリア国籍

その他



・論文発表の中心は大学・公的研究機関

・上位は米国の大学・公的研究機関が占めてい
るが、日本も上位10位に２機関が入っている
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３．研究開発動向

研究者所属機関別論文発表件数

研究者所属機関別論文発表件数

80University of Pittsburgh（米）23

80Imperial College of Science Technology & Medicine（イギリス）23

80Washington University（米）23

81大阪大学22

83Lund University（スウェーデン）20

83University of Michigan（米）20

87University of Cambridge（イギリス）19

90University of Minnesota（米）18

92Karolinska Institutet（スウェーデン）17

96Memorial Sloan-Kettering Cancer Center（米）16

101Fred Hutchinson Cancer Research Center（米）15

105University of Pennsylvania（米）14

111Johns Hopkins University（米）13

125Stanford University（米）12

128University of Washington（米）11

135University of Toronto（カナダ）9

135CNRS（フランス）9

145東京大学8

147京都大学7

173INSERM（フランス）5

173University of Texas（米）5

191Indiana University（米）4

223Harvard Medical School（米）3

273University of California（米）2

413National Institutes of Health（米）1

発表件数研究者所属機関順位



・日本の論文発表件数は、「要素技術」ではほぼ

米国の約30%の論文発表件数であるが、「応用産業」で

は22%～25%と、いまだ「応用産業」に関する論文が少

ない
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３．研究開発動向 日本の抱える問題点

・iPS細胞の産業への応用にも重要なヒトES細胞研究に

おいて、日本の論文発表件数は少ない

・日本の幹細胞関連技術の論文発表件数は、アメリカ

についで２位（1724件）にある

・日本の大学･公的研究機関は論文発表は多いものの

特許出願が日本国内にとどまり、海外での権利確保

が十分でない

日本及び欧州の対米国主要技術区分別論文発表件数比率

ヒトES細胞に関する論文の比率

論文発表動向と特許出願動向の対比

0.870.22創薬・診断

1.000.25再生医療・細胞治療応用産業

0.570.16細胞改変

0.830.31細胞解析

0.790.31分化制御

0.780.42分離・精製･増殖・保存

0.760.32新規な幹細胞要素技術

0.810.29論文総数

欧州日本全体・技術区分

2.1％0.4％日本

―30.6％シンガポール

―18.5％イスラエル

19.7％3.8％オーストラリア

20.8％2.4％中国

34.9％10.6％韓国

10.5％1.4％欧州

20.0％2.6％米国

ヒトES細胞論文のES細胞
論文全体に占める比率

ヒトES細胞論文の幹細胞
関連技術論文全体に占め

る比率

研究者所属機関国
籍

58 (0.21)146 (0.54)92 (0.34)271韓国

19 (0.04)196 (0.42)183 (0.40)463中国

163 (0.51)190 (0.60)70 (0.22)319オーストラリア

215 (1.21)229 (1.29)99 (0.56)178イスラエル

297 (0.55)349 (0.64)156 (0.29)542カナダ

84 (0.52)148 (0.91)47 (0.28)163スイス

84 (0.21)105 (0.39)45 (0.17)270スウェ－デン

57 (0.17)119 (0.36)46 (0.14)331オランダ

49 (0.08)132 (0.23)43 (0.07)579イタリア

127 (0.20)271 (0.42)110 (0.17)648フランス

168 (0.19)355 (0.41)122 (0.14)864イギリス

234 (0.21)643 (0.57)279 (0.25)1,129ドイツ

345 (0.20)1,329 (0.77)890 (0.52)1,724日本

2,370 (0.40)5,784 (0.98)2,632 (0.45)5,882米国

特許出願件数

(自国・地域以外)

特許出願件数

(五極への出願：公報単位)

特許出願件数

(五極への出願：ﾌｧﾐﾘｰ単位)
論文

発表件数国

＊括弧の中は出願件数を論文発表件数で除したもの



14

３．研究開発動向 幹細胞の種類別、ヒトＥＳ細胞論文発表件数

幹細胞の種類別―研究者所属機関国籍別の論文発表件数

B
1
b
 
非
胚
性

B
3
 
造
血
系

B
4
 
間
葉
系

B
5
 
神
経
系

B
6
a
 
雌
性

B
6
b
 
雄
性

B
6
c
 
区
分
で
き
ず

B
7
 
血
管
内
皮
系

B
8
 
肝
系

B
9
 
膵
臓
系

B
1
0
 
皮
膚
幹
細
胞

B
1
1
 
そ
の
他
の
幹
細
胞

B
1
2
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数
種
の
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胞

B
1
3
 
区
分
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･

区
分
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66289130151
435

191
その他の国籍

6 24 9 8 62

26622811149161
オーストラリア国籍

1 9 6 19

832731448482
韓国籍

25 9 6 8 19

15116053
中国籍

44 53 2 2 16
1

2 3 9

3691052
5765012,033

7
645欧州国籍

48 5 102 36 18 41 295

3441137117
7975812,573

10
769米国籍

17 79 52 20 60 379

622793231201
631

4340
日本国籍

34 44 22 3 19 94

B
1
a
 
胚
性

生殖系

多能性幹細胞

胚性多能性幹細胞

（ＥＳ細胞）

347計

7その他カナダ9

7欧州ドイツ9

7日本日本9

11中国中国8

12
オース
トラリア

オーストラリア
7

16欧州スウェーデン6

19その他シンガポール5

29韓国韓国4

33その他イスラエル3

35欧州イギリス2

154米国米国1

発表件
数

国・地
域

研究者所属機関
国籍

順
位

研究者所属機関国籍別の「ヒトES細胞」
論文発表件数ランキング （上位のみ表示）

日本は、胚性多能性幹細胞(ES細胞)につい
ては340件と、米国の769件に対して44%の
論文発表件数があり、幹細胞関連技術全体
の割合（約30%）よりも比較的多くの論文
を発表していることから、高い技術レベル
を有していることがわかる。ただし、ヒト
ES細胞の論文発表件数は少ない。



・京都大学・山中伸弥教授らが世界に先駆けて作製に成功した誘導多能性幹細胞（iPS細胞）

・日本が先行するも、米国の著名研究者が参入するなど、国際競争が激化している
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３．研究開発動向 日本発のブレークスルー技術、iPS細胞

2006.08 2007.07 2007.12 2008.02

MIT：Jaenischグループ

Takahashi &
Yamanaka
Cell (2006)

マウスiPS細胞作製

Okita et al.
Nature
(2007)

Nanog遺伝子
による選抜

Maherali et al.
Cell Stem Cell

(2007)
Nanog遺伝子
による選抜

Takahashi et al.
Cell (2007)

ヒトiPS細胞作製

Nakagawa et al.
Nat Biotechnol

(2007)
c-Mycを用いない

iPS細胞(マウス、ヒト）

Wernig et al.
Nature(2007)
Oct4または

Nanog遺伝子
による選抜

Hanna et al.
Science (2007)
iPS細胞を用い

た再生医療

Yu et al.
Science (2007)
ヒトiPS細胞作製

Meissner et al.
Nat Biotechnol

(2007)
細胞形態観察

による選抜

Blelloch et al.
Cell Stem Cell

(2007)
n-Mycの利用

京都大学：山中グループ

Wisconsin：Thomsonグループ

Harvard：
Hochedlingerグループ

UCSF：Ramalho-Santosグループ

Qin et al.
Cell Res.
(2007)

細胞形態観
察による選抜

中国科学院：Peiグループ

Park et al.
Nature (2007)
OCT4とSOX2

が必須

Harvard：Daleyグループ

Wernig et al.
Cell Stem Cell

(2008)
c-Mycは必須でない

UCLA：
Plathグループ

Aoi et al.
Science (2008)
分化系列の定

まった細胞もリプ
ログラム可能

Brambrink et al.
Cell Stem Cell

(2008)
iPS細胞作製の
プロセスを解析

Lowry et al.
PNAS (2008)

ヒトiPS細胞作製

UCLA：Plathグループ

iPS細胞に関する論文発表の推移（2008.2末時点）

・８研究グループから16論文

うち５件は京都大学・山中伸弥教授ら
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３．研究開発動向 まだ水面下のiPS細胞特許出願

iPS細胞に関する特許出願（2008.2末時点までに公開されたもの）

iPS細胞に関連する特許出願は、2008.2末時点で、山中による体細胞核の初期化因子のス
クリーニング方法、このスクリーニング方法により探索された核初期化因子とそれを用い
た誘導多能性幹細胞の製造方法の2件が明らかになっている。

Octファミリー遺伝子、Klfファミリー遺伝子、Mycファミリー遺伝子産物を含む
体細胞の核初期化因子、それを用いて製造したiPS細胞及びその製造方法

2005核初期化因子山中伸弥国立大学法人京
都大学

ECAT遺伝子の発現調節領域により発現調節を受ける位置にマーカー遺伝
子を存在させた遺伝子を含有する体細胞に被験物質を接触させ、マーカー
遺伝子発現細胞の出現の有無を調べる体細胞核初期化物質のスクリーニン
グ方法

2004体細胞核初期化物質のスクリー
ニング方法

山中伸弥大日本住友製薬
株式会社
山中伸弥

概要優先権主張年発明の名称発明者出願人

それ以外の研究者に関しては、2008.2末時点では、まだ明らかになっていない。iPS細胞
は日本発の世界的な研究であり、初めて報告されてから約１年半足らずであるが、米国
の著名な研究者が参入してくるなど、既に激烈な競争が始まっており、今後、急激に論
文発表数が増えてくるものと予測される。特許が公開されてくるのはこれからであり、
今後とも経過を見守る必要がある。



・幹細胞関連技術に関係する企業は世界で150社

・米国83社、欧州31社に対して日本は12社で層が薄い

・大半がベンチャー企業で、業種としては再生医療が中心
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４．市場動向

幹細胞関連企業の内訳

注：「その他」は幹細胞を利用した創薬関連技術の開発、研究支援（試薬・サービス、機器等）

： 「その他」にはバンク事業は含んでいない

幹細胞関連技術に関係する企業数

１５０４８２１８１合計

２４３６１５その他

３１１４２１５欧州

８３２６８４９米国

１２５５２日本

合計その他
再生医療・細胞治療

＋
その他

再生医療・細胞
治療

業種

国・地域



・欧米のベンチャー企業が大学・公的研究機関を巻き込みながら様々な連携を図っている、

日本企業はほとんど登場せず、ビジネスの基盤が欧米に比べて弱い

・大手企業の参入は少なく、本格的な産業化の動きはまだこれからである
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４．市場動向 企業活動の動向

企業等の連携の状況

Advanced Cell
Technology

2006.04　ﾋﾄES細胞
由来皮膚の評価で提携

大学・公的研究機関 大手企業

幹細胞研究開発企業 試薬・機器・サービス企業

その他

Invitrogen

WiCell Res. Inst.

Oregon Health
Science Univ.

Burnham Inst.

2007.02　眼科領域
前臨床開発提携

2005.07　分化
ﾏｰｶｰ探索提携

2006.09　幹細胞
頒布で提携

Mytogen

X gene

2007.08
買収

Stem Cell
Innovations

High Q Found.

TNO

Univ. Twente

Stanford Univ.
ALS Assoc.

Mass. Eye
Ear Infirmary

2007.05　分化
調節手法探索

2006.10
骨形成能探索

2006.09
幹細胞の供給

2007.06　ﾊﾝﾁﾝﾄﾝ病
ﾓﾃﾞﾙ開発

2006.12　HTS
ｱｯｾｲ用ﾓﾃﾞﾙ開発

2006.10　聴覚
再生能探索

Saneron
CCEL

Th i

GE Healthcare

Univ.
South Florida

StemCo
Biomedical

2005.12
心臓発作治療2002.12

ALS治療法開発

2005.11
幹細胞分離技術開発

BioE

SESIAHS

Univ. NewcastleUniv. Texas

Phillips Plastic

2006.05
膵細胞への分化

2007.01
癌治療

2006.05 臍帯血
幹細胞治療

2007.05
整形外科領域

Genzyme

Boston
Scientific

Gamica Cell

Osiris
Therapeutics

Centocor
(J & J)

Perkin Elmer

AlloSource

ViaCell2007.07 間葉幹細胞
放射線障害治療

2006.12
骨ﾏﾄﾘｯｸｽ開発

2003.03 間葉幹細胞
心臓疾患適用

2005.03 膵島
幹細胞前臨床開発

2007.10　買収

2006.06 臍帯血
幹細胞前臨床開発

ReNeuron

Amcyte

King's Coll. London
Angel

Biotechnology

セルシード

2007.07　買収

2006.02　幹細胞
受託製造

2007.05 幹細胞
増殖技術開発

2006.11　医薬安全性
評価法開発

ES Cell International
子会社CellCure
Neuroscience

Teva
Pharm. Ind.

Ben Gurion Univ.
Hadassah Med. Cent.

Hebrew Uinv.
Technion

Tel Aviv Univ.

Technion

2007.11 幹細胞
治療VB設立協議

2005.02　幹細胞
治療合弁設立

2003.09
幹細胞治療ｺﾝｿｰｼｱﾑ

2007.09
出資

2003.03 出資

Aust. Nat. Stem
Cell Cent.

Quark
Pharmaceuticals

Juv. Daibet.
Res. Found. Int.

Ortec
International

2001.06　ES細胞分化
　　　　　ﾒｶﾆｽﾞﾑ解析

2004.04 ES細胞
利用細胞治療開発

2004.07　ES細胞
利用細胞治療開発

2004.09　ES細胞由来
膵細胞作製

Nova Thera

2007.05　肺機能再生

Geron

CXR
Biosciences

Exeter
Life Siences

stART
Licensing

Roslin Inst.

Celera
Genomics

Univ. Edinburgh

Univ.
California

2005.04　動物繁殖
技術ﾗｲｾﾝｽ合弁設立

2007.04　ﾋﾄES細胞
利用ｱｯｾｲ用肝細胞開発

2000.06　ﾋﾄES細胞解析
2003.07　提携終了

2004.05　ﾋﾄES
　細胞の肝細胞
　　への分化

2006.08　ﾋﾄES細胞
由来体細胞前臨床開発

2002.09　ﾋﾄES細胞
のｵﾘｺﾞﾃﾞﾝﾄﾞﾛｻｲﾄ

への分化

International
Stem Cell

ThermoGenesis

2007.03　幹細胞
利用細胞治療開発

2007.06
幹細胞利用

Progenitor
Cell Therapy

Medtronic

オリンパス

Cytori
Therapeutics

ｸﾞﾘｰﾝ
ﾎｽﾋﾟﾀﾙｻﾌﾟﾗｲ

聖心美容外科

MBA Group

MAST
Biosurgery

2004.05 生体吸収
材料製品売却

2004.09 頭蓋
顎顔面製品等売却

2005.11　幹細胞
　分離ｼｽﾃﾑ開発
　　合弁

2007.11 細胞
治療共同研究

2007.08
ｾﾙﾊﾞﾝｸ事業

2007.02 幹細胞
分離ｼｽﾃﾑ使用権
供与

2007.05 幹細胞提供

ProNeuron
Biotechnology

Becton
Dickinson Plureon

Cellerant
Therapeutics

2005.11 細胞治療
関連ｻｰﾋﾞｽ提供

2003.06 臨床開発用
細胞受託製造供給

　　　　2007.01
研究製品共同開発

2005.09 製品cGMP
受託製造供給

2005.10 糖尿病
共同研究

Vivalis

Innate Pharma

2007.09 鳥類ES細胞
利用ﾓﾉｸﾛ抗体生産

Vitro Diagnostics

PhosphoSolutions

2006.01 ES細胞
分化ﾒｶﾆｽﾞﾑ解析

GlaxoSmithKline
AstraZeneca
Roche

Stem Cells for
Safer Medicines

2007.10 ﾋﾄES細胞利用医薬肝毒性
ｱｯｾｲ開発非営利企業設立

Tissue Genesis

Tulip BioMed

2006.10 幹細胞
分離ｼｽﾃﾑ開発

Prime Cell Therapeutics

Regeneration Technologies

2006.08 細胞ﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
技術の整形外科領域適用

Smith & Nephew Nat. Univ. Ireland
2007.10 成人幹細胞
骨/関節疾患への適用

Neurlstem

Univ. Michigan

2007.08 脊髄幹細胞
ALS治療への適用

NeuroNova

H.Lundbeck

2003.09 幹細胞利用
化合物毒性評価法開発

Pluristem Therapeutics

Charite, Univ. Med. Berlin

2007.07 間葉幹細胞
利用細胞治療開発

Plasticell

Hamilton

2007.09 ES細胞
分化ﾌﾟﾛﾄｺﾙ最適化

Thermo Fisher
Scientific

Cellular Eng.
Technologies

2007.08 成人幹細胞
培地販売

ｽﾃﾘｯｸ再生医科学研究所

New Jersey Inst. Technol.

2006.11 神経幹細胞
の解析

StemCells

Univ.
Catholique Louvain

2007.09 肝臓
移植細胞臨床開発

Ｃｅｌｌｃｙｔｅ　Ｇｅｎｅｔｉｃｓ

Cleveland Clin.

2007.09 幹細胞
受容体探索

Aastrom Bioscience

Orthovitae

2006.03 幹細胞
の整形外科領域適用

Cellartis

NovaThera

2006.08 幹細胞
治療技術開発

Beike Biotechnology

Tsinghua Univ.

2007.11 幹細胞
研究所設立

Stem Cell Sciences

San Raffaele Sci. Inst.

2007.10 筋幹細胞
利用創薬ｱｯｾｲ法開発

NeuroDiscovery
2006.07 創薬
関連ｻｰﾋﾞｽ提供
可能性探索

Athersys

Nat. Inst. Health

2004.05 幹細胞心血管
領域適用共同研究

Angiotech
Pharmaceuticals

2006.05 出資

Aldagen

Innov.
MicroTechnology

2006.10 幹細胞
分離ｼｽﾃﾑ開発

Stem Cell
Technologies

2005.06 2007.03
幹細胞製品販売権

Axordia

Chemicon Int.

2005.09 ﾋﾄES細胞
ﾏｰｶｰ探索

Lombard Med.
Technol.

Sheffield Univ.

2006.08 幹細胞
利用ｽﾃﾝﾄ開発



○ 日本勢は、海外への出願は多くはないものの、日米欧中韓への特許出願件数全
体に占めるシェアは近年増加しつつある。他方、先行する米国勢のシェアは低下し
つつある。

○ 世界的にみても参入企業はベンチャー企業が中心で大手企業の参入は少なく、
本格的な産業への応用はまだこれからといえる。

○ 日本は、日本発のブレークスルー技術「iPS細胞」を創出し、また幹細胞関連
技術の論文発表件数はアメリカに次いで２位（1,724件）にあるなど、基礎研究で
は高い技術レベルにある。

○ 今後、日本が、基礎研究での高度な技術を応用産業へ発展させていくには、世
界の研究開発の進展を絶えず認識し、安全性・倫理面の問題を検討しつつ、研究開
発を円滑に推進していくことが期待される。

○ 日本は、世界を視野に入れた積極的な海外出願を行うとともに、創出されたば
かりのiPS細胞技術については周辺技術の特許も含めた知財ポートフォリオを形成
していくなど、戦略的な特許出願を行うことが重要である。このため、研究開発の
中心的存在である大学・公的研究機関に知財の視点を持つ人材が求められている。
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５．まとめ 総括と提言



【総合提言１】研究開発の入口－研究開発プロジェクト立案段階－での知財の目

（１）研究成果と経済・社会をつなぐ知財の視点

（２）研究開発立案段階での知財の目

（３）研究資金配分における知財の目

【総合提言２】知財ポートフォリオと研究開発の促進

（１）論文と知財

（２）知財におけるポートフォリオ等の特許戦略の重要性

（３）組織を越えた連携と知財の取扱－パテントプール・コンソーシアム

（４）戦略的ライセンスポリシー
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５．知財政策と研究開発政策の連携

―「知財の目」で研究開発をみる―

知財政策と研究開発政策とを連携させ、「知財の目」で研究開発を捉えることによっ
て、これまで為し得なかった日本発のイノベーションを興していくことを、研究開発
政策立案者、研究者のどちらも認識することが必要である。

知財の視点により、研究開発が経済・社会の中により有意にかつ明確に位置付けられる
と共に、研究開発にとってもより網羅的で充足した成果を導き出す可能性を高めること
が期待できる


